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Abstract: Based on this paper describe the behavior of mortar joints in PCaPC column. Part 2, show the test is consists of DS series 

and BS series.  

 

１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに    

本報告では，前報で述べた圧着継目のせん断耐力に

及ぼす載荷方法(直接せん断載荷，曲げせん断載荷)と軸

方向力の影響を検討するためのPCaPC圧着継目試験体

4 体について，実験結果を示すとともに，せん断強度

の実験値と計算値に対して比較，検討を行おうとする

ものである．  

    

２．２．２．２．    実験値と計算値の実験値と計算値の実験値と計算値の実験値と計算値の比較比較比較比較    

2.1 2.1 2.1 2.1 圧縮応力の計算圧縮応力の計算圧縮応力の計算圧縮応力の計算    

Table 1 は最大せん断力時の圧縮力の実験値C 実と圧

縮力の計算値 C 計，および C 実/C 計を一覧にしたもので

ある．最大せん断力時の圧縮力の実験値 C 実は(1)(1)(1)(1)式式式式に

示すように，軸方向力 �，試験開始時の緊張力 Peおよ

び最大荷重時における増分緊張力ΔP の和で与えた． 

 DSシリーズの圧縮力の計算値 C 計は，PC規準式に倣

い，(2)(2)(2)(2)式式式式に示すように，軸方向力 � と試験開始時の

緊張力 Pe の和で与えた．BSシリーズについては,コン

クリートの圧縮縁ひずみを 0.3%に設定し，鋼材も含め

た平面保持の仮定とACI等価応力ストレスブロックを用

いた値(Table 1 中，( )内の数値)も併記した． 

�PPC e ++∆∑= )(実  ----------(1) 

ここに，C 実 : 圧縮力 Pe : 有効緊張力 � : 軸方向力 

pspp EAP ε××=∆  

ここに，Ap : PC鋼材断面積 Ep : PC鋼材ヤング係数 

εps : 最大せん断力時の PC鋼材歪 

�PC e +∑=計  ----------(2) 

ここに，C 計 : 圧縮合力 Pe : 有効緊張力 � : 軸方向力 

Table 1 より以下のことが指摘できる． 

1) PC 規準に従った(2)式より求めた圧縮力の計算値

は，DS シリーズについては，C 実/C 計が DS-0 で 1.25，

DS-123 で 1.32 となっており，PC 規準の評価法によっ

て比較的精度よく安全側に評価されていることが分か

る．これに対して，曲げモーメントを作用させた BS

シリーズでは，引張が作用する BS-241では，計算値は

実験値の約 21%しかなく PC 規準による圧縮力の評価

法は曲げせん断と引張軸力を受ける部材については明

らかに過小評価していることが分かる． 

2) ACIストレスブロックを用いて求めた曲げ終局

時における圧縮力のC 実/C 計はBS-0では 1.05，BS-241

では 0.81となっており，両者は比較的よく一致して

いるといえる． 

Table 1 Comparison of Theoretical and Test Results....    

    

2.22.22.22.2    荷重荷重荷重荷重----圧縮応力圧縮応力圧縮応力圧縮応力関係関係関係関係，，，，        

    Fig. 1(a)，，，，Fig. 1 (b)    は(1)(1)(1)(1)式式式式による圧縮応力 C 実とせ

ん断力の関係を示したものである．Fig. 1(a)より DSシ

リーズは荷重を漸増させても圧縮応力に大きな変化は

見られないが，Fig.1(b)より BSシリーズは圧縮応力が増

加していることを確認できる．曲げせん断載荷の圧着

継目には曲げモーメントによる圧縮応力が存在するこ

とを示す結果となり，引張軸方向力が PC 鋼材緊張力

を上回る場合でも耐力を保持できることが確認できた． 
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２: 日大理工・院(前)・海建  Graduate Student, of Oceanic Architecture & Engineering, College of Science and Technology, Nihon Univ. 
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４：(株)日建設計 Nikken Sekkei Ltd, 
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 C 実 [kN] C 計 [kN] C 実/C 計 

DS-0 344.5 275.4 1.25 

DS-123 201.9 152.4 1.32 

BS-0 381.2 275.4(364.0) 1.38(1.05) 

BS-241 162.4 34.4(199.6) 4.72(0.81) 

( )内数値は ACIストレスブロックを用いた結果 
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2.3 2.3 2.3 2.3 摩擦係数の検討摩擦係数の検討摩擦係数の検討摩擦係数の検討 

摩擦係数は Q-C 平面上では，原点と最大せん断力時

の圧縮応力を結んだ直線の傾きに等しい．Fig. 1(a)，，，，Fig. 

1(b)中の一点鎖線は，この直線を示したものである．

Table 2 は各試験体の最大せん断力 Qmax，(1)式式式式による

圧縮応力 C 実及び摩擦係数を一覧にしたもの，Fig. 2は

摩擦係数を最大せん断力-圧縮応力上にプロットした

ものである．摩擦係数は DS-0 : 0.85，DS-123 : 0.88，

BS-0 : 0.69，BS-241 : 0.94であり，Fig. 2 からも BS-0

以外の摩擦係数は µ=0.9 のライン周辺に集中している

ことがわかる．また下限値は現行の PC 規準で規定さ

れている µ=0.5よりも大きく µ=0.69と出ていることも

示されているため，摩擦係数はばらつきを抑えること

ができれば，緩和することができるのではないかと考

察した．    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 PC2.4 PC2.4 PC2.4 PC 規準の耐力と最大せん断力の比較規準の耐力と最大せん断力の比較規準の耐力と最大せん断力の比較規準の耐力と最大せん断力の比較    

Table 3 は(3)式式式式に示す現行の圧着継目耐力[1]
Qu と最

大せん断力の実験値 Qmax，および Qmax/Quの一覧にした

ものである． 

 

)( eu P�Q += µ  ----------(3) 

ここに，Qu : せん断耐力 µ : 設計用摩擦係数(=0.5) 

� : 軸方向力  Pe : 有効緊張力 

 

Table 3 より，各シリーズとも Qmax/Quの値が 1.9を上

回っており現行の PC 規準での圧着継目耐力式は耐力

を過小評価していることになる．特に BS-241試験体に

おいては曲げモーメントによる圧縮力の効果もあり

Qmax/Qu が 8.0を上回っており，かなりの過小評価にな

っていたことがわかる． 

 

 

 

３．３．３．３．    まとめまとめまとめまとめ    

  1) 圧縮応力は軸方向力の作用する試験体を作用し

ない試験体が上回っている． 

2) PC 規準による圧縮力の評価法は曲げせん断と

引張軸力を受ける部材については明らかに過小評価

していることが分かる． 

 3)曲げせん断力が作用する圧着継目には曲げモーメ

ントによる圧縮応力が存在している． 

 4)摩擦係数は µ=0.9 のライン上に集中しており下限

値は現行の規準である µ=0.5のラインより大きいため，

緩和することが可能ではないかと考察した． 

 5) 現行の PC 規準での圧着継目耐力式は滑り耐力を

かなり過小評価していた． 
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最大せん断力

[kN] 
圧縮応力

[kN] 
摩擦係数 

DS-0 295 344 0.85 
DS-123 178 201 0.88 
BS-0 265 381 0.69 
BS-241 152 162 0.94 

 Qu [kN] Qmax [kN] Qmax/Qu 

DS-0 137.7 295 2.14 

DS-123 76.2 178 2.33 

BS-0 137.7 265 1.92 

BS-241 17.2 152 8.33 

0

100

200

300

400

0 100 200 300 400

C [kN]

Q [kN]

実験値  

原点～Q max  

DS-123 

DS-0 

0

100

200

300

400

0 100 200 300 400

C [kN]

Q [kN]

実験値  

原点～Q max  

BS-0 

BS-241 

(a)DS(a)DS(a)DS(a)DS シリーズシリーズシリーズシリーズ                        (b)BS(b)BS(b)BS(b)BS シリーズシリーズシリーズシリーズ    

Fig. 1 Load-Compressive Stress Relationship. 

Table 2 Maximum Shear Load, Compressive Stress and 

Coefficient of Friction. 

Table 3 Comparison of PC Standard and Experiment. 
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Fig. 2 Results from Test Series DS and BS. 
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